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4月の休日救急医

5月上旬の予定
3日中条病院（中条）
5日大島医院（川原町）
6日　十日町病院（高田町）

15日池田医院（本町西）
22日山口医院（袋町中）

29日富田医院（神明町）

30日庭野医院（神明町）

4／18克雪センター、25日総合センター、5／2上野連絡所、9日橘出張所心配ごと相談
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報
告

会議

　
　
　
新
年
度
予
算
は
、
五
日
間
の
本
会
議
と
、
六
日
間
の
委
員
会

　
　
審
議
を
経
て
、
先
月
二
十
日
に
全
会
計
と
も
成
立
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
原
案
ど
お
り
に
可
決
さ
れ
、
す
で
に
、
こ
の
一
日
か
ら

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
最
終
日
と
な
っ
た
二
十
二
日
に
は
、

五
十
三
年
度
会
計
の
補
正
予
算
を
中
心
と
し
、
ほ
か
に
、
条
例
改
正

な
ど
も
審
議
し
て
、
長
か
っ
た
会
期
の
幕
と
し
ま
し
た
。

1正予算

暖
冬
・
・
．
．
除
雪
費
を

四
百
五
十
九
万
円
減
額

　
二
十
二
日
の
冒
頭
に
は
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
委
員
で
あ
っ
た
高
橋
重

英
氏
（
室
島
）
が
、
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
再
び
同
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
一
般
・
特
別
会
計
四

件
で
す
が
、
い
ず
れ
も
、
年
度
末
を
迎

え
て
清
算
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
を
み
て
み
ま

す
と
、
二
千
九
百
十
八
万
円
の
追
加
で
、

総
額
は
二
十
七
億
一
千
九
百
五
十
九
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
は
二
十

二
億
円
で
す
か
ら
、
こ
の
一
年
間
で
は

九
回
の
補
正
で
、
五
億
二
千
万
円
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
追
加
の
主
な
も
の
は
、
△
浦
佐
駅
東

口
駐
車
場
用
地
購
入
五
百
万
円
、
△
水

道
会
計
繰
出
し
五
百
万
円
、
△
国
県
道

工
事
負
担
金
四
百
一
万
円
、
△
仙
田
小

学
校
用
地
購
入
二
百
三
十
三
万
円
、
△

仙
田
忠
霊
塔
移
転
工
事
四
百
六
士
二
万

円
等
、
な
お
、
暖
冬
の
お
か
げ
で
、
除

雪
経
費
が
う
い
た
た
め
、
四
百
五
十
九

万
円
が
予
算
上
で
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
調
査
課
を

環
境
整
備
課
に

　
一
方
、
条
例
改
正
は
、

△
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
国
土
調
査
事
業
の
完
了
に
と
も
な
い
、

同
課
を
環
境
整
備
課
と
名
称
変
更
、
総

合
整
備
（
モ
デ
ル
）
事
業
を
重
点
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

△
議
会
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

　
前
記
課
の
名
称
変
更
に
よ
り
、
議
会

の
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
事
項
に
つ

い
て
も
名
称
を
変
え
た
も
の
で
す
。

△
税
条
例
の
一
部
改
正

　
従
来
、
固
定
資
産
税
第
一
期
分
の
納

期
は
四
月
で
し
た
が
、
今
年
度
に
限
り

五
月
の
納
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
有
財
産
（
土
地
）
処

分
の
議
案
が
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
川
西
高
校
用
地
に
つ
い
て

県
へ
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
め
た
も
の
で

す
。

ー
キ
写
ん

ね

弘
ー
く
ー
し
」

　
∋

今
月
か
ら
三
千
三
百
円

　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料

が
、
こ
の
四
月
か
ら
一
か

月
三
千
三
百
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
付
加
保
険
料
は
、
い

ま
ま
で
ど
お
り
一
か
月
四

百
円
と
す
え
置
き
で
す
か

ら
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
は
、
一
か
月
三
干
七
百
円
と
な

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
五
十
一
年
度
の
法

改
正
と
、
そ
の
後
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
、
夫
婦
が
と
も
に
付
加
保
険

料
に
加
入
し
て
、
二
十
五
年
間
納
め

た
場
合
、
年
額
百
二
万
二
百
円
（
月

額
八
万
五
千
八
百
五
十
円
）
の
年
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
年
金
を
支
給
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
年
金
財
政

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
保

険
料
は
、
一
か
月
六
千
円
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
で
は
、
加
入
者
の

負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を
さ
け
て
、

昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
保
険
料
の
段

階
的
引
き
あ
げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
改
正
理
由
は
、
こ
の
段
階

的
な
引
き
あ
げ
分
に
加
え
、
昨
年
の

年
金
額
の
増
額
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
）

に
要
し
た
財
源
を
補
て
ん
し
よ
う
と

①

「
4
月 から

3，300円
　　∠です

8f蒐撫」㌧i
、弊国

Z
．
・

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度

に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
関
係
の

　
　
届
出
は
確
実
に

厚
生
年
金
等
の
加
入
者
が
会
社
を

や
め
た
と
き
、
国
民
年
金
の
加
入
者

が
会
社
等
に
勤
め
た
と
き
は
、
必
ず

年
金
係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
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爵匁きあ儀

3／31、吹き荒れたミ春のあらしぐは、岩瀬部落で住宅2戸
の屋根がとばされたほか、車庫・パイプハウス・立木など
に大きな被害をあたえました。

》
む
ざ
ん
、
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
た
車
庫

レ
岩
瀬
で
は
住
宅
2
戸
が
屋

　
　
根
を
と
ば
さ
れ
た
。

〈
い
）
つ
の
ま
に
か
田
の
中
に
車
庫
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
“
消
し
た
は
ず
、
消
え
た
は
ず
か
ら

山
の
火
事
”
、
春
が
か
け
足
で
訪
れ
た

今
年
は
、
と
く
に
、
山
火
事
の
多
発
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
の
火
の
用
心
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
野
山
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
町
内
で
発
生
し
た
山
林
火
災

は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
よ
う
な
原
因

の
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
も
付
記
し
て
み
ま
し
た
の
で
、
く

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
×
×
　
　
×
×
　
×
×

囹
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
に
、
枯
草
焼
き

を
し
て
自
分
で
消
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。

1
毎
日
よ
い
天
気
が
続
き
、
ま
た
風

の
強
い
と
き
は
、
田
・
畑
・
山
の
火
入

れ
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

囹
た
き
火
を
し
て
後
始
末
を
よ
く
し
な

か
っ
た
。

1
た
き
火
が
終
っ
た
ら
、
水
を
か
け

て
よ
く
消
す
こ
と
。
強
風
・
乾
燥
時
に

は
た
き
火
を
し
な
い
、
と
く
に
家
の
近

く
で
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

囹
山
菜
取
り
に
山
へ
行
き
「
た
ば
こ
」

の
す
い
が
ら
を
投
げ
捨
て
た
。

1
山
菜
取
り
に
山
へ
入
る
と
き
は
、

必
ず
す
い
が
ら
入
れ
を
持
っ
て
行
く
。

す
い
が
ら
は
絶
対
捨
て
な
い
よ
う
に
。

囹
車
か
ら
「
た
ば
こ
」
の
す
い
が
ら
を

投
げ
捨
て
た
。

1
車
の
す
い
が
ら
入
れ
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。

懸

議
繋
蟹
慈
選
鐘
黛
暴
鍛
韓
路
響
羅
藤
襲
辮
鶏
鍵
繋
蟹
讐
饗
震
鶏
騰
”
羅
趨
鴫
譲
騨
幾
叢
嚢
㎜
難
滞
難
難
撃
難
嚢
叢
難

河
川
・
道
路
の
分
担
を
ス
ッ
キ
リ

建
設
省
が
一
部
機
構
改
革

　
建
設
省
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
機
構

の
一
部
を
改
革
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
中
越
地
区
の
国
道
行
政

は
、
長
岡
工
事
事
務
所
と
上
越
国
道
工

事
事
務
所
が
分
担
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
道
路
関
係
は
、
す
べ
て
、
上
越
国

道
工
事
事
務
所
で
扱
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
両
事
務
所
の
名

称
も
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
長
岡
工
事
事
務
所
が
信
濃
川
工
事
事

　
　
　
　
　

務
所
に
、
◎
上
越
国
道
工
事
事
務
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
国
道
工
事
事
務
所
に
。

　
こ
の
結
果
、
信
濃
川
工
事
事
務
所
は
、

河
川
単
独
の
事
務
所
と
な
り
、
長
岡
工

事
事
務
所
で
は
、
中
越
地
区
の
国
道
の

維
持
管
理
や
改
築
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
河
川
・
道
路
に
関
す
る
情
報
、

ご
意
見
な
ど
は
、
次
の
出
張
所
で
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

※
信
濃
川
工
事
事
務
所
・
十
日
町
出
張

所
（
十
日
町
市
下
川
原
町
一
六
）

※
長
岡
国
道
工
事
事
務
所
・
十
日
町
国

道
出
張
所
（
十
日
町
市
大
字
新
座
字
桃

の
木
甲
四
一
七
の
一
）

麟
「
講
集

　
“
産
休
等
代
替
職
員
登
録
制
度
”
（
詳

し
く
は
、
昨
年
十
一
月
号
参
照
）
に
よ

る
臨
時
保
母
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
登
録
の
条
件
と
し
て
は
、

◎
年
齢
・
十
六
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
の

　
　
　
　
女
の
人
。

◎
資
格
・
保
母
の
資
格
所
有
の
有
無
は

　
　
　
　
問
い
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
の

こ
と
）
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
社
会
課

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
書
類
審
査
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

　
細
部
は
、
社
会
課
ま
で
ど
う
ぞ
。
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　　90e
蹴i欝騨
　　灘鍾
　　裟一．魏
　　　　羅誕

　　　翼賢挫 　ひも　ロの
麟i鑛難

鑛．’璽

霧講藻

難難

　
　
罐
鯵

　
　
　
。
．
耀
・

働
騒

灘
㎜
擶

算マ
ヤ計

疹浜
π
ヌ舟

　
一の 千円

地方交付税

865，000

国・県支出金

844，695

歳入総額
2，498，000千円

地方譲与税

34，000

町から生まれるお金

町　　債

307，300

・町税　275，551
・分担金及び負担金40，038

・財産収入　　　　　38，432

・繰越金　　　20，000
・使用料及び手数料16，449

・寄付金　　　11，086

・その他　　　22，649

自動車取得税
交付金ほか

　22，800

500，000

450，000

400，000

350，000

300，000

250，000

200，000

150，000

100，000

50，000千円

ゾ
497，561

農
林
水
産
業
費

（川西町全図の縮小）

歳出総額

　　2，498，000千円

403，513

355，307

民
生
費

款別比較と財源内訳　（単位＝千円）

教
育
費

301，380

●　●

難
罷

241，800

土
木
費

総
務
費

貝一1　　　　　　　　　99、4　1αミ

i難

公債費

　213，915

災
害
復
旧
費

贈
灘

　7

舞覇

＝
縫
i
i
灘
i
嚢

ii

蕪
難
灘
i
…

消防費

　82，954
衛
生
費

難
藁
ii葦

暴ii馨

齢
灘＝
灘

：：iミi

鑛
i嚢

羅監 s●

湯胤弗　　　　　　　立 r一弗　　　塾≠中全…諜と茎曹　　　　　　6久労働費
　2，528千円

商工費

　16，775

諸支出金議会費
　18，650　　　37，672

96，541 224，193
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新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
当
初
よ
り
；
丁

五
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
十
四
億
九
千
八
百
万
円
で
す
。

　
国
・
地
方
を
問
わ
ず
、
財
政
の
硬
直
化
が
い
よ
い
よ
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
歳
入
面
を
見
て
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
一
九
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
、
依
存
財
源
は
八
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
及
ぶ
状
態
で
、
い
わ
ゆ
る
二
割
自
治
に
も
欠
け
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
や
県
の
施
策
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、
補
助
金
な
ど
の
確
保
に
努
め
、
一
方
、
町
税
・

町
債
な
ど
も
可
能
な
範
囲
で
見
積
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
、
人
件
費
・
物
件
費
な
ど
の
消
費
的

な
も
の
を
切
り
つ
め
、
投
資
的
経
費
へ
の
充
当
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。
へ
・
後
と
も
、
事
務
改
善
や
適
正
な
人
事
管
理

な
ど
に
よ
り
、
極
力
、
消
費
的
経
費
の
節
減
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
根
を
張
る
真
の
福
祉
を
目
ざ
し

福
祉
・
…
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
た
い
考
え
で
す
　
さ
し
あ
た
り
剰
年
度

　
　
　
　
　
　
萄
レ

　
　
　
　
　
4

極
力
節
約

　
　
投
資
面
へ
向
け
る

　
　
〈
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
〉

灘

グ’ラフとと転

ごらんくだ3い
歳入と歳出は、均衡をとることが予算の原則です。

それは各款別（仕事をする目的別）にも同じことが

いえます。

グラフ（下）では、款別に支出する金額と、カゲ

の部分では収入の内訳を表わしてみました○

グラフは、大ざっぱな目やすですので、次に説明

を加えてみましょう。

鷲講＜1鷺支潔ll：

国や県から来る補助金や負担金などの総額で

す。グラフでは、建設事業関係が多額になって

いるのがおわかりでしょう。

例えば、農林水産業費（299，013）は新農構・

モデル・林業などに、民生費（195，402）は保育

所建設・老人医療費などに、災害復旧費（187，

135）、教育費（94，961）は千手小の校舎建設、

土木費（50，762）の道路建設費補助が目だちま
す。

　　　　　今年新たに借り入れる町の借金
地方債　　　　です。やはり、建設事業に充て

（307・300千円）られるものが中心です。

土木費（97，400）、教育費（78，900）、農林水

産業費（78，400）、民生費（30，000）、災害復

旧費（22，600）

き

賦

き
　その他財源の一番多いのは民生費（39，952）、

これは、皆さんが負担する保育料が大きいから

です。教育費（12，186）は、幼稚園の保育料ほ

か総合センターの使川料・寄付金など、衛生費

（7，349）は母子センター使用料や各種検診料な

ど、土木費（6，795）は、事業の地元負担や寄付

金などを見込んでいます。

　　　／
　　　　　分担金及び負担金40，038
　　　　　使用料及び手数料16，368

…篇＼藷鹸躍1 葱

　　　　／
　　　　　　地方交付税865，000
　　　　　　町　　税275，551
i，難群r＼智噺税3生…
　　　　　　繰越金・その他90，970

前記3つを特定財源（使途が決められた金）

というのに対し、この 一般財源は、ある程度自

由に使える財源です。

国県の助成がない事業、起債が認められない

事業等に分配して使われることになります。

例えば、人件費や物件費、庁舎などの維持管

理等は全額一般財源です。総務費（291，747）は

その端的な例です。教育費（217，466）・農林水

産業費（117，043）、民生費（89，953）・土木費

（86，843）・衛生費（82，220）はいずれも、一

般財源の大口ともいえますが、国県の助成や起

債を充てても、なお不足する財源としているも

のです。

　また、公債費（借金返済・213，915）、消防費

（82，954〉・議会費（37，672）は、全額一般財

源となつています。

▲昭和34年に建てられた千手保育園、今年は、場
　所をかえて建築されることになりました。
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は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化
を
進
め
ま
す
。

擁
擁
撫
羅
羅
で
皿
…
…
…

介
護
し
て
い
る
人
た
ち
の
慰
安
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
哩
里
難
鮮
頻
響
鱒
て
㎜

保健衛

生
…
鐸
繹
欝
翠
裁
嚇
…
…

警
●
文
化
：
町
民
体
育
館
の
利
用
は
、
月
一
、
天
鳶

　
　
　
　
　
　
　
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
…

は
さ
ら
に
庚
塚
運
動
公
園
の
造
成
も
計
画
し
、
ス
ポ
ー
ツ
㎜

の
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
考
え
で
す
。

　
健
康
な
体
づ
く
り
の
一
方
、
生
が
い
教
育
と
も
い
わ
れ
…

る
社
会
教
育
面
で
も
指
導
員
の
設
置
や
ら
学
習
活
動
の
機
…

会
を
増
強
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
継
続
の
干
手
小
校
舎
…

建
設
は
、
雪
も
少
な
く
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　ハ予算に対する質疑書
　　　　　　　　　　　》

モ
デ
ル
事
業
で
行
い
た
い

橘
地
区
の
下
水
道

A
議
員
・
①
新
農
業
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て
、

国
で
は
、
一
部
補
助
事
業
の
見
直
し
を
行
う
方
針

と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
円
滑
な
推
進
を
願
い
た

い
。
②
千
手
小
校
舎
建
築
に
あ
た
り
、
雨
も
り
な

ど
技
術
的
な
面
の
工
法
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

根
津
町
長
・
①
農
林
水
産
省
で
も
実
態
調
査
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
当
地
域
の
実
情
を
訴
え
な
が
ら

事
業
を
行
い
た
い
。
②
技
術
的
な
面
は
、
地
区
の

建
築
委
員
会
な
ど
も
ま
じ
え
、
万
全
を
期
し
た
い
。

B
議
員
・
①
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
行
う
L
野
の
下

水
道
事
業
の
水
源
は
何
か
。
②
下
水

道
事
業
の
個
人
施
設
に
対
す
る
負
担

の
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
か
。
③

モ
デ
ル
事
業
の
予
算
額
は
、
先
般
、

国
県
へ
要
望
し
た
金
額
そ
っ
く
り
で

あ
る
。
兄
通
し
は
ど
う
か
。
④
新
農

構
の
推
進
に
あ
た
り
、
組
織
の
強
化
、

課
の
設
置
を
願
い
た
い
。

根
津
町
長
・
①
上
野
の
下
水
道
は
、

新
年
度
、
調
査
測
量
の
段
階
で
あ
り
、

ま
だ
何
と
も
い
え
な
い
。
②
水
洗
便

所
の
普
及
を
考
え
て
い
る
が
、
個
々

の
負
担
は
、
八
，
か
ら
積
立
て
て
も
ら

う
な
り
、
融
資
の
道
を
考
え
る
な
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
八
，
ま
で

の
経
過
か
ら
、
こ
の
予
算
額
く
ら
い

の
事
業
が
行
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
継
続
し
て
中
央
へ
働
き
か
け
た

い
。
④
部
内
で
も
熟
練
者
を
新
農
構

推
進
に
あ
て
る
考
え
で
あ
る
が
、
新

し
く
組
織
を
つ
く
る
こ
と
ま
で
は
検
討
し
て
い
な

い
。C

議
員
・
①
地
場
産
業
の
育
成
や
雇
用
面
へ
の
配

慮
が
、
予
算
面
で
は
う
す
い
よ
う
だ
。
②
農
業
だ

け
で
は
生
活
で
き
な
い
実
態
に
あ
る
が
、
工
場
誘

致
に
つ
い
て
、
引
き
続
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。
③
橘
地
区
の
下
水
道
事
業
が
、
予
定
し
て
い

た
ミ
ニ
総
パ
（
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）
で
は

実
施
で
き
ず
、
モ
デ
ル
事
業
に
該
当
さ
せ
た
い
と

の
話
だ
。
そ
の
辺
の
事
情
は
ど
う
か
。
④
老
人
の

生
き
が
い
対
策
と
し
て
、
行
政
の
立
場
か
ら
内
職

の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
ほ
し
い
。
⑤
十
日
町
市
に
大

型
店
が
進
出
す
る
と
町
内
の
商
店
へ
の
影
響
も
大

き
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
予
算
上
、
直
接
計
上
し
た
も
の
は

な
い
が
、
全
体
の
中
で
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
ご

理
解
願
い
た
い
。
②
立
派
な
工
場
を
誘
致
し
て
、

産
業
の
発
展
を
は
か
り
た
い
と
い
う
気
持
は
、
A
，

も
変
わ
り
な
い
。
③
ミ
ニ
総
パ
事
業
で
は
実
施
で

き
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
モ
デ
ル
事
業
で
実
施

し
た
い
考
え
で
あ
る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
見
通
し

は
つ
い
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
部
落
で
の
説

明
会
な
ど
は
差
し
控
え
て
い
る
。
④
オ
ウ
ミ
・
組

ひ
も
・
ワ
ラ
仕
事
、
と
老
人
た
ち
は
一
生
懸
命
活

躍
し
て
い
る
。
た
だ
、
全
体
を
ま
と
め
て
指
導
す

る
と
い
う
こ
と
に
は
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
。
⑤
町

商
店
街
で
も
大
き
な
関
心
事
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

ど
う
手
を
打
つ
か
も
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
商
工

会
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
連
携
し
て
、
よ
り
よ
い

商
店
街
づ
く
り
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

軽
減
の
方
向
で
…
…

　
　
　
道
路
の
地
元
負
担
金

D
議
員
・
①
国
県
予
算
は
、
公
共
事
業
優
先
な
の

に
、
町
の
土
木
費
は
前
年
度
よ
り
減
額
し
て
い
る
。

②
道
路
工
事
に
対
す
る
地
元
負
担
率
、
五
十
四
年

以
後
の
方
向
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
予
算
要
求
額
が
多
過
ぎ
て
新
規
事

業
を
一
部
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

情
に
あ
っ
た
。
後
日
、
補
正
予
算
で
取
り
あ
げ
る

に
都
合
の
い
い
の
が
土
木
費
で
あ
る
。
②
地
元
負

担
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
す
え
置
き
で
ご

協
力
い
た
だ
い
て
来
た
。
し
か
し
、
個
々
に
見
る

と
矛
盾
も
多
く
不
均
衡
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
改
善
と
、
率
の
軽
減
を
行
う
考
え
で
い
る
。

E
議
員
・
①
中
子
文
教
施
設
誘
致
に
つ
い
て
の
見

通
し
は
、
②
大
和
町
に
町
の
駐
車
場
用
地
を
購
入

す
る
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
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道
路
：
：
道
路
の
新
設
改
良
は
士
二
鷺
ま
た
、
…
灘

て
い
毛
　
　
　
　
　
…
…
㎜
帯
…
…
．
…
．
…

悼無

亜鼻o

鍵

▲中屋敷の農村公園が雪囲いをとりはずしオープ
　ンしました。子供たちといっしょにどうぞ。

　今年は、新町新田にも、規模を小さくした農村
　公園がおめみえする予定です。（モデル事業で）

根
津
町
長
・
①
町
の
将
来
の
夢
で
あ
り
大
間
題
で

あ
る
。
手
を
休
め
ず
に
働
き
か
け
た
い
。
②
駐
車

場
用
地
の
取
得
は
確
実
で
あ
り
、
今
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。

F
議
員
・
①
農
業
は
土
つ
く
り
が
か
ん
じ
ん
で
あ

る
。
畜
産
振
興
と
あ
わ
せ
て
土
じ
ょ
う
改
良
を
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
②
新
年
度
は
公
民
館
活

動
を
活
発
に
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
専
用
車
が

な
い
と
不
都
合
と
思
う
が
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
畜
産
振
興
と
あ
わ
せ
、
土
へ
の
有

機
質
の
還
元
は
大
切
で
あ
る
。
加
え
て
客
土
を
す

る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
②
社
会
教
育
指

導
員
を
設
置
し
、
活
発
に
活
動
し
て
も
ら
う
考
え

で
あ
る
が
、
当
面
、
車
は
借
り
あ
げ
な
ど
に
よ
っ

て
も
ら
い
た
い
。

む
ず
か
し
い

町
営
ス
キ
ー
場
の
建
設

G
議
員
・
千
手
地
区
で
計
画
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
シ

ュ
施
設
（
流
水
に
よ
り
下
水
の
停
滞
を
防
ぐ
施
設
）

に
つ
い
て
伺
う
。
①
計
画
の
大
綱
に
つ
い
て
、
②

総
事
業
費
と
受
益
者
の
負
担
に
つ
い
て
、
③
完
成

後
の
管
理
・
使
用
料
等
に
つ
い
て
。
④
施
工
の
と

き
は
、
事
前
に
地
元
関
係
者
に
周
知
願
い
た
い
。

根
津
町
長
・
①
工
事
概
要
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
と

お
り
で
あ
る
。
②
総
事
業
費
は
一
億
五
千
八
百
万

く
ら
い
。
負
担
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
り
納
め

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
ま
だ
決
め

て
い
な
い
。
③
維
持
管
理
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
事
業

対
策
委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
使
用
料

等
は
、
公
共
性
の
大
き
い
施
設
な
の
で
、
で
き
る

だ
け
軽
減
し
た
い
と
思
う
。
④
関
係
者
の
徹
底
に

つ
い
て
は
お
話
の
と
お
り
で
あ
る
。

H
議
員
・
①
町
は
米
づ
く
り
が
基
幹
で
あ
る
。
多

収
穫
実
証
田
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
育
成
な
ど
に
意

を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
②
リ
フ
ト
を
備
え
た
ス

キ
ー
場
建
設
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
土
づ
く
り
・
後
継
者
育
成
と
も
に

大
切
で
あ
る
。
町
内
で
も
、
若
い
人
た
ち
の
研
究

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
。
②

ス
キ
ー
場
建
設
は
む
ず
か
し
い
。
ロ
ー
プ
塔
と
い

っ
た
簡
単
な
も
の
で
も
、
企
業
的
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で
あ
る
。

ー
議
員
・
①
暖
冬
で
う
い
た
除
雪
費
は
ど
れ
く
ら

い
か
。
ま
た
、
そ
の
処
置
は
、
②
ミ
ニ
総
パ
事
業

の
中
止
は
、
役
場
側
に
積
極
的
な
姿
勢
が
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
。
③
予
算
編
成
方
針
で
は
、

消
費
的
経
費
を
節
減
し
、
投
資
的
経
費
を
伸
ば
す

と
あ
る
。
こ
れ
が
予
算
面
で
は
ど
の
よ
う
に
表
わ

さ
れ
て
い
る
の
か
。

根
津
町
長
・
①
除
雪
経
費
は
、
一
般
財
源
で
五
百

万
円
く
ら
い
う
く
模
様
だ
。
こ
の
分
は
、
翌
年
度

の
除
雪
対
策
に
あ
て
た
い
。
②
私
も
本
省
へ
行
っ

て
確
認
し
て
来
た
が
、
ミ
ニ
総
パ
で
の
実
施
は
望

め
な
か
っ
た
。
モ
デ
ル
事
業
で
施
工
す
る
と
し
て

も
、
今
ま
で
行
っ
て
来
た
調
査
事
項
は
む
だ
に
は

な
ら
な
い
。
補
助
率
は
変
わ
っ
て
も
、
地
元
負
担

は
変
え
な
い
考
え
で
あ
る
。
③
予
算
の
総
枠
で
は
、

や
は
り
投
資
的
経
費
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
今

後
補
正
の
段
階
で
は
、
投
資
的
な
面
に
多
く
ま
わ

る
と
解
釈
願
い
た
い
。

で
き
る
だ
け
整
理
を

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
等

J
議
員
・
川
西
高
校
で
計
画
し
て
い
る
緑
化
事
業

と
は
ど
ん
な
内
容
か
。

根
津
町
長
・
最
近
ど
こ
の
学
校
で
も
、
前
庭
を
立

派
に
し
て
い
る
が
、
環
境
を
明
る
く
し
て
、
勉
学

に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
、
具
体
的
に

は
ま
だ
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
模
様
だ
。

K
議
員
・
①
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
金
・
交
付

金
の
あ
り
方
が
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、
体
育
協

会
に
対
す
る
補
助
金
は
八
年
前
と
同
額
で
あ
る
。

②
議
長
交
際
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

③
な
か
ま
の
家
の
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
来
年
度
以
降
は
ど
う
な
る
の
か
。

根
津
町
長
・
①
各
種
の
補
助
金
な
ど
は
、
で
き
る

だ
け
整
理
せ
よ
と
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
今
後

は
、
で
き
る
だ
け
町
の
会
計
に
包
含
す
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。
②
交
際
費
は
、
町
を
代
表
し
て

の
交
際
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
を
含
ん
で

町
長
交
際
費
と
し
て
計
上
し
た
。
③
昨
年
度
ま
で

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
予
算
を
見
て
い
た
。
五

十
五
年
に
は
法
人
化
し
て
運
営
し
た
い
。
今
年
は

と
く
に
、
こ
の
運
営
態
勢
を
増
強
し
た
い
。

」
議
員
・
水
田
利
用
再
編
対
策
が
、
当
町
は
一
〇

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成
率
だ
と
い
う
。
こ
の
消
化

の
た
め
、
部
落
別
に
は
個
々
の
農
家
の
負
担
も
多

い
よ
う
だ
が
、
国
か
ら
の
推
進
特
別
交
付
金
を
負

担
軽
減
に
用
い
る
考
え
は
な
い
か
。

根
津
町
長
・
米
価
対
策
や
転
作
の
普
及
の
た
め
交

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
平
に
配
分
す
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
。
転
作
定
着
化
の
た
め
に
利
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

M
議
員
・
①
広
報
無
線
の
放
送
時
間
帯
に
つ
い
て

考
慮
願
い
た
い
。
②
五
士
二
年
度
の
結
婚
相
談
員

の
成
果
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
・
①
放
送
時
間
帯
は
、
み
ん
な
が
在
宅

の
と
き
を
ね
ら
っ
て
組
む
よ
う
、
部
内
で
検
討
し

て
み
た
い
。
②
よ
め
不
足
は
過
疎
の
原
因
で
も
あ

る
。
成
果
は
、
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
し
か
し
、
有
形
無
形
の
効
果
が
あ
り
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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重
度
の
身
障
者
に

　
　
青
い
鳥
は
が
き
を

　
　
　
　
　
　
　
郵
便
局
か
ら

　
郵
政
省
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

（
丁
二
級
）
で
、
同
手
帳
を
お
持
ち

の
満
六
歳
（
本
年
四
月
一
日
現
左
）
以

上
の
人
に
、
　
「
青
い
鳥
は
が
き
」
を
一

人
二
十
枚
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
同
手
帳
と
印
か
ん

を
も
っ
て
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

鰹
簸
縫
a
藁

　
　
し
み
じ
み
思
う

　
　
　
　
　
　
　
田
舎

　
な
お
、
代
理
の
方
の
受
領
、
郵
便
に

よ
る
申
し
出
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
郵
便
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
受
付
け
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

勘馴

消
防
・
交
通
対
策

畜
に
と
二
件
の
寄
付

隻　
診
療
所
長
の
川
崎
信
夫
先
生
か
ら
、

消
防
活
動
の
一
助
に
と
五
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
央
町
の
馬
場
文
雄
さ
ん
か
ら
、
交

通
安
全
対
策
の
一
助
に
と
五
万
円
を
ご

婁
の
よ
さ

　
長
い
年
月
が
過
ぎ
去
っ
て
も
、
ふ

る
さ
と
ほ
ど
よ
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
も
去
年
、
六
年
ぶ
り
で
田
舎
に

帰
っ
て
み
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も

川
西
町
が
発
展
し
て
お
り
、
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

　
実
は
、
今
年
二
月
十
一
日
、
久
し

ぶ
り
に
千
手
診
療
所
で
勤
務
し
て
い

た
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
つ
と
紹
介
し
て
み
ま
す
。

（
出
身
部
落
・
い
ず
れ
も
旧
姓
）

　
中
屋
敷
　
　
小
林
マ
サ
子

　
中
央
町
　
　
小
林
　
三
枝

　
稲
葉
　
入
田
栄
子

’

品
川
区

鍾肇

竃
、

　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
・
職
業

押
木
キ
ミ
さ
ん

　
元
　
町
　
　
押
木
キ
ミ
・
看
護
婦

　
東
京
　
桑
原
澄
子
・
薬
剤
師

　
私
が
町
を
離
れ
た
の
は
、
昭
和
三

十
三
年
こ
ろ
で
す
。
十
年
ひ
と
昔
と

い
い
ま
す
が
、
二
十
年
、
ふ
た
昔
に

み
ん
な
が
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
、
お
め
で
た
い
こ
と
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
赤
飯
・
ぜ
ん
ま

い
・
ぼ
う
だ
ら
、
さ
と
い
も
、
そ
の

他
野
菜
入
り
の
う
ま
煮
、
豆
い
り
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
田
舎
料
理
を
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
に
花
を
さ
か
せ

ま
し
た
。

　
だ
れ
も
が
、
実
家
に
帰
る
と
み
え

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
が
し
て
い
ま
す

　
止
め
金
具
つ
き
俵
編
み
機

　
む
か
し
、
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
俵

編
み
機
で
、
編
み
な
わ
を
金
具
で
止
め

ら
れ
る
装
置
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
、
あ
り
ま
し
た
ら
、
障
害
者
授

産
所
“
な
か
ま
の
家
”
へ
譲
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
。
．
…
：
社
会
課
ま

で
ご
一
報
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
好
．
．
　
　
　
　
鴨

，
塗
轄
、
藻

元
町

昭
和
33
年

看
護
婦

（
六
十
歳
）

て
、
家
に
帰
る
と
ホ
ッ
と
す
る
等
と

口
ぐ
ち
に
話
し
て
、
一
日
中
話
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
あ
の
雪
消
え
の
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
に

出
る
「
ふ
き
の
と
う
」
、
若
草
が
芽

を
出
す
と
き
の
気
分
、
都
会
の
人
に

は
、
あ
の
す
ば
ら
し
さ
が
わ
か
ら
な

い
ん
「
が
の
ー
」
と
、
一
日
中
楽
し

く
過
ご
し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　
何
年
過
ぎ
て
も
、
ふ
る
さ
と
ほ
ど

よ
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　　灘’　霧篭瞬！灘孫ご渥融戴1鍮蔓薯鷺簸li

わ
し
の
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
自
＾
慢
曝

籔
鴬
彊
鳶
農
の
葡
螺
激
聯
糞
翻
曳
鰯
駕
伽
響

　
町
議
会
の
副
議
長
も
歴
任
（
昭
和
三

十
四
年
～
三
十
六
年
）
し
た
小
川
さ
ん

は
、
ワ
ラ
細
工
の
達
人
で
あ
る
。

　
わ
け
て
も
、
ミ
ノ
作
り
に
か
け
て
は
、

技
術
者
が
衰
退
し
て
い
る
だ
け
に
、
貴

重
な
存
在
で
も
あ
る
。

　
「
私
は
、
昭
和
二
十
八
年
ま
で
農
林

省
（
米
の
検
査
員
）
に
勤
め
て
い
ま
し

た
が
、
ワ
ラ
仕
事
を
覚
え
た
の
は
そ
れ

か
ら
で
す
。
今
じ
ゃ
、
型
が
な
い
の
で

作
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ラ

ジ
・
ス
ッ
ポ
ン
・
ス
ッ
ペ
・
荷
な
わ
・

背
な
こ
う
じ
・
ミ
ノ
、
と
何
で
も
作
れ

ま
す
。
」

　
三
年
程
前
か
ら
始
め
た
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
ワ
ラ
ジ
作

ワラ細工の達人

希少なミノ作りも

　　　　　岩瀬、小川駒治さん

り
に
は
、
ひ
と

冬
に
三
百
足
か

ら
四
百
足
も
一

人
で
こ
な
す
と
い
う
腕
の
持
ち
主
だ
。

　
こ
の
冬
に
作
っ
た
も
の
を
伺
う
と
、

「
荷
な
わ
が
二
十
本
、
背
な
こ
う
じ
が

九
つ
だ
か
の
オ
、
ミ
ノ
は
四
つ
作
り
ま

し
た
。
オ
レ
が
死
ん
で
も
、
孫
の
代
ま

で
使
わ
れ
る
ぐ
ら
い
は
作
っ
て
お
こ
う

か
と
思
っ
て
の
オ
：
…
．
ハ
ハ
ハ
ハ
。
」

　
ワ
ラ
ジ
は
、
一
日
に
九
足
ほ
ど
作
れ

る
の
に
比
べ
、
ミ
ノ
は
一
つ
が
一
週
間
く

ら
い
か
か
る
と
い
う
辛
苦
仕
事
と
な
る
。

　
「
そ
う
だ
の
オ
、
ヒ
ロ
ノ
・
ヌ
イ
ゴ
、

そ
う
い
う
材
料
ま
で
準
備
す
れ
ば
、
十

日
か
ら
十
五
日
ぐ
ら
い
か
か
る
こ
っ
つ

お
の
。
」

　
む
ず
か
し
い
ミ
ノ
作
り
は
、
小
川
さ

ん
が
亡
く
な
れ
ば
、
近
隣
に
作
る
人
が

い
な
く
な
る
と
も
い
う
。

　
庭
に
は
、
青
々
と
し
た
で
き
た
て
の

ミ
ノ
が
、
春
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
ド
ノ
　
レ
マ
つ

　
植
木
・
書
画
・
骨
董
・
す
も
う
、
と

広
い
趣
味
を
も
つ
人
で
も
あ
っ
た
。

〈
ミ
ノ
作
り
の
達
人
小
川
さ
ん
と
、
そ

の
作
品
。
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鷺
謬
寡
多
い
け
れ
ど
も
機
会

菟超擁搬等みたいけ

れ

　
　
　
ー
竃
、
、
、
、
、
＼
　
　
　
最
近
の
世
の
中
は
、
す
べ
て
の
面
で

　
　
ほ
　
ヨ
し
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
∂
8
ー
ー
、
、
　
　
　
　
　
豊
か
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
な
ん
と
な
く
物
足
り
な
い
、
毎
日
に
充
実
感
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

．
一
一
一
．
．
．
一
．
．
騨
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一
．
．
一
．
噸
．
一
一
一
．
．
一
働
．
．
一
一
一
．
一
．
．
．
一
の
一
一
．
．
薗
聯
．
．
．
椰
．
．
韓
騨
．
．
．
．
．
．
．
一
．
．
．
．
．
．
．
．
．
聯
一
．
．
．
一
曹
．
”
聯
．
一
．
．
一
．
．
卵
．
．
．
．
輌
一
．
．
，
．
．
一
．
．
．
一
…
．
．
一
．
．
．
一
三
．
．
．
．
一
三
鴨
一
騨
．
．
。
…
監
．
．
3
三
一
9
．
．
一
一
三
…
3
一
三
。
三
一
。
…
三
一
三
一
…
3
＝
一
一
一
＝
一
一
…
－
＝
軸
…
『

し
　
・
：
…
．
．
．
こ
ん
な
悩
み
を
訴
え
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
こ
ろ
の
農
村
的
ス
タ
イ
ル
に

郷
愁
を
覚
え
る
と
い
う
人
も
多
い
こ
の
ご
ろ
、
そ

の
原
因
は
ま
ち
ま
ち
で
し
ょ
う
が
、
人
と
人
と
の

交
流
が
う
す
れ
、
生
活
に
お
わ
れ
る
ま
ま
に
、
つ

い
精
神
的
な
ゆ
と
り
が
失
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う

の
も
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
町
の
社
会
教
育
課
で
は
新
年
度
か

ら
、
社
会
教
育
・
公
民
館
活
動
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
グ
ー
ン
と
広
げ
ま
し
た
。
い
う
な
れ
ば
、
前
記

潤
い
の
あ
る
生
活
と
、
精
神
的
な
ゆ
と
り
の
回
復

を
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て
、

　
す
で
に
皆
さ
ん
も

希
望
を
出
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
各

種
学
級
・
講
座
な
ど

は
、
年
間
百
六
十
四

回
を
予
定
。
い
ず
れ

も
、
皆
さ
ん
の
参
加

希
望
を
も
と
に
、
重

点
的
に
と
り
あ
げ
た

活
動
内
容
ば
か
り
で

す
。

　
「
学
び
た
い
人
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
こ
と
を
念
頭
に

計
画
し
ま
し
た
。
と
く
に
、
学
習
の
中
味
や
運
営

方
法
は
、
す
べ
て
お
集
り
の
皆
さ
ん
の
自
主
性
に

ま
か
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
わ
ゆ
る
、
お
し
つ
け
の
活
動
で
は
す
ぐ
に
あ

い
そ
を
つ
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
社
会
教
育
課
長

の
話
、
従
来
の
社
会
教
育
・
公
民
館
活
動
に
反
省

を
加
え
な
が
ら
立
案
し
た
の
だ
と
も
い
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
て
み
ま
す
と
、
○

若
い
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
青
年
学
級
、
○
郷
土

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
芸
術
を
研
究
す
る
ふ
る

さ
と
運
動
、
〇
一
般
教
養
の
婦
人
学
級
、
○
書
き

つ
け
・
趣
味
・
盆
栽
な
ど
の
専
門
講
座
、
○
老
人

大
学
と
も
い
え
る
高
齢
者
学
級
等
々
、
こ
れ
ら
を
、

中
央
公
民
館
は
じ
め
、
各
地
区
に
あ
る
分
館
を
ふ

る
に
活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
反

応
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
　
「
ど
ち
ら
か
、
と

い
う
と
趣
味
的
な
も
の
へ
の
希
望
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
体
を
み
て
も
、
私
た
ち
が
目
標

に
し
た
人
数
の
、
お
よ
そ
二
倍
も
の
申
し
込
み
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
何
か
の
形
で
勉
強

し
た
い
と
い
う
気
持
の
表
れ
で
あ
り
、
主
催
す
る

側
も
本
当
に
意
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
」

　
う
れ
し
い
悲
鳴
の
社
会
教
育
課
は
、
社
会
教
育

指
導
員
の
新
設
も
加
わ
っ
て
態
勢
は
バ
ッ
チ
リ
、

机
上
の
ビ
ッ
シ
リ
つ
ま
っ
た
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
を
に
ら
み
な
が
ら
、
張
り
き
っ
た
毎
日
で
す
。

　
す
で
に
三
月
に
は
、
は
た
ち
の
講
座
が
そ
の
ト

ッ
プ
を
き
っ
て
行
わ
れ
、
今
月
一
日
に
は
仙
田
の

婦
人
学
級
も
開
級
し
て
い
ま
す
。

　
教
養
を
身
に
つ
け
、
人
と
人
と
の
連
帯
を
深
め

る
社
会
教
育
活
動
は
、
ま
さ
に
、
盛
況
を
き
わ
め

る
模
様
で
す
。
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三
…
三
一
三
…
一
三
一
マ
三
…
三
一
一
・
。
昌
…
一
…
？

庁
内
人
事

　
　
　
　
　
三
…
囎
一
≡
一
印
三
三
三
マ
曼
一
一
一
層
…
三
…
ξ
書
・

※
退
　
職
／
三
月
三
十
一
日
付

企
画
室
長
・
星
名
仁
作
、
川
西
中
学
校
・

大
井
栄
吉
、
千
手
小
学
校
・
若
山
彦
三
郎
、

上
野
同
・
若
山
ツ
ヤ
、
南
原
保
育
園
・
茂

野
宗
平
、
上
野
同
・
喜
多
道
子

※
昇
　
任
／
四
月
一
日
付

税
務
課
長
・
上
村
健
文
総
務
課
長
補
佐
）
、

企
画
室
長
・
須
藤
良
平
（
企
画
室
長
補
佐
）
、

総
務
課
長
補
佐
・
庶
務
係
長
・
関
口
良
平

（
総
務
課
交
通
安
全
対
策
係
長
兼
車
両
係

長
）
、
企
画
室
長
補
佐
・
財
政
係
長
・
北

村
準
一
（
財
政
係
長
）
、
健
管
室
長
補
佐
・

保
険
係
長
・
中
村
義
雄
（
健
管
副
参
事
）
、

産
業
課
副
参
事
・
農
業
共
済
係
長
・
宮
昭

一
（
農
業
共
済
係
長
）
、
産
業
課
商
工
観

光
係
長
・
五
十
嵐
一
男
（
農
業
共
済
係
）
、

健
管
室
衛
生
係
長
・
田
村
允
伸
（
衛
生
係
）
、

南
原
保
育
園
長
・
丸
山
泰
子
（
南
原
保
育

園
長
心
得
）

※
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

総
務
課
付
・
小
川
益
栄
（
税
務
課
長
）
税

務
課
長
補
佐
、
税
務
第
二
係
長
・
小
林
英

一
（
健
管
室
長
補
佐
）
、
社
会
教
育
係
長
・

田
村
俊
一
（
税
務
第
二
係
長
）
、
農
委
農

地
係
長
・
小
海
太
禅
（
文
書
係
長
）
、
企

画
室
企
画
係
長
・
水
品
幸
一
（
国
土
調
査

係
長
）
、
総
務
課
文
書
広
報
係
長
・
小
海

正
隆
（
広
報
係
長
）
、
総
務
課
交
通
安
全

対
策
係
長
兼
車
両
係
長
・
押
木
久
之
（
農

委
農
地
係
長
）
、
税
務
課
税
務
第
二
係
・

清
水
幸
夫
（
国
土
調
査
係
）
、
産
業
課
農

業
共
済
係
・
白
井
晃
（
議
会
事
務
局
）
、

企
画
室
財
政
係
・
登
坂
隆
（
社
会
教
育
係
）
、

健
管
室
衛
生
係
・
佐
藤
稔
（
財
政
係
）
、

議
会
事
務
局
・
平
野
勝
（
商
工
観
光
係
）
、

千
手
保
育
園
保
母
・
高
橋
敏
子
（
南
原
保

育
園
）
、
橘
同
・
星
野
き
よ
子
（
千
手
同
）
、

南
原
同
・
佐
藤
文
江
（
橘
同
）
、
千
手
同
・

南
雲
美
知
子
（
仙
田
同
）
、
橘
同
・
水
品

み
つ
子
（
南
原
同
）
、
仙
田
同
・
斉
木
栄

子
（
橘
同
）
、
同
・
奥
山
優
子
（
上
野
同
）
、

上
野
同
・
大
熊
早
月
（
千
手
同
）
、
同
・

目
黒
ひ
ろ
み
（
橘
同
）
、
南
原
同
・
野
沢

千
恵
美
（
上
野
同
）

※
新
採
用
／
四
月
一
日
付

健
管
室
保
険
係
・
野
沢
富
昭
、
総
務
課
住

民
係
・
青
木
英
明
、
体
育
館
・
市
川
基
、

同
・
広
田
育
郎
、
千
手
保
育
園
・
秦
野
玲

子
、
仙
田
同
・
根
津
十
久
子
、
上
野
同
・

高
橋
玲
子
、
橘
同
・
樋
口
靖
子
、
千
手
小

学
校
・
白
井
順
蔵
、
川
西
中
学
校
・
高
橋

芳
造
、
南
原
保
育
園
・
保
坂
正
晴

※
社
会
福
祉
協
議
会
採
用
／
四
月
一
日
付

滋
野
豊
子
・
鴫
原
武
夫

　
な
お
、
四
月
一
日
か
ら
は
、
国
土
調
査

課
が
環
境
整
備
課
に
名
称
変
更
。
今
ま
で

企
画
室
の
担
当
で
あ
っ
た
“
広
報
か
わ
に

し
”
の
編
集
が
総
務
課
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
室
の
移
動
と
し
て
、
二
階

に
あ
っ
た
保
険
係
が
三
階
に
、
総
合
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
っ
た
社
会
教
育
課
が
総
合
体

育
館
に
移
り
ま
し
た
。
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春
先
き
の

病
気
に
注
意

春
風
の
い
た
ず
ら
に
よ
る
病
気
の

発
生
し
や
す
い
と
き
で
す
。

　
中
で
も
多
い
の
が
、
ホ
コ
リ
や
花

粉
に
よ
る
結
膜
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
（
鼻
炎
・
気
管
支
炎
等
）
、
皮

膚
疾
患
（
ニ
キ
ビ
・
タ
ム
シ
等
）
な

ど
で
す
。

　
ほ
こ
り
に
よ
る
目
の
病
気
は
．
…
．
．

　
　
　
　
　
　
目
に
入
っ
て
も
す
ぐ

　
　
　
　
　
症
状
が
出
な
い
で
、
後

で
目
や
に
が
出
る
程
度

の
も
の
か
ら
、
痛
み
・

ま
ぶ
し
さ
・
涙
が
出
る
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
な
ど
、

症
状
の
強
い
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
手
当
は
．
…
：
ま
ず
こ

す
ら
な
い
こ
と
で
す
。

小
さ
い
ゴ
ミ
は
、
ま
ば

た
き
を
す
る
と
涙
と
い

っ
し
ょ
に
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
と

れ
な
い
と
き
は
、

　
一
洗
面
器
に
水
を
入
れ

（て
顔
を
ひ
た
し
、
ま
ば

た
き
を
す
る
。

　二
ま
ぶ
た
を
か
え
し
、

　
一
パ
ー
セ
ン
ト
食
塩
水

か
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
ホ
ウ
酸
水
で
洗
い

流
が
す
。

　三
綿
棒
に
脱
脂
綿
を
ま
き
、
熱
湯
を

　か
け
て
冷
や
し
た
も
の
で
ふ
き
と
る
。

　
ゴ
ミ
が
と
れ
な
い
で
い
る
と
、
一

時
的
に
症
状
が
と
れ
て
も
、
後
で
痛

み
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。
黒
目
に
入

っ
た
ゴ
ミ
は
、
必
ず
医
師
か
ら
と
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
予
防
は
：
：
．
外
か
ら
帰
っ
た
ら
う

が
い
を
し
、
目
を
洗
う
。
顔
・
手
足

を
よ
く
洗
い
、
清
潔
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ひ
ど
く
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
…

．
．
．
花
粉
に
よ
る
鼻
炎
な
ど
も
ひ
ど
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
早
目
に
受
診
し
、
睡
眠
を
た
っ
ぷ

り
と
っ
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
制
限
ま

た
は
禁
止
し
た
い
も
の
で
す
。

16
日
か
ら
検
診
ス
タ
ー
ト
・

忘
れ
ず
に
あ
な
た
も
〃
”

　
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、

各
種
の
検
診
も
始
ま
り
ま
す
。
さ
し

あ
た
り
、
十
六
日
か
ら
は
、
結
核
検

診
・
循
環
器
検
診
を
町
内
の
各
会
場

で
行
い
ま
す
。
一
年
に
一
度
は
、
進

ん
で
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
健

康
状
態
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
都
合
の
つ
く
会
場
へ
、
あ
な
た
も

忘
れ
ず
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

嚢
琶
裳
婁
駿

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
犠
膿
骸
葛
葛
犠
葛
骸
曝
骸
骸
犠

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

川
崎
里
奈

押
木
恵
美

高
津
京
子

水
落
正

柳
　
房
恵

喜
多
村
則
子

木
村
伸
吾

石
澤
真
由
美

露
蕎
蔀
薮

〆
　
　
　
　
〆
1

、
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
／

良
造
　
二
女

登
　
　
長
女

富
士
男
長
女

牧
男
二
男

和
雄
長
女

十
一
郎
二
女

達
男
長
男

實
　
　
二
女

越
ケ
沢

元
町

寺
ケ
崎

仁
田

東
善
寺

四
郎
兼

仁
田

田
中
町

小
わ
渉

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

大
倉
金
子
洋
石

芽
柳
や
改
修
な
り
し
土
手
続
く

堀
り
起
す
十
の
匂
ひ
や
春
の
風

水
草
も
動
き
初
め
け
り
春
の
水

雨
近
き
夕
の
霜
や
鳴
く
蛙

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀

芹
子

ま
ん
さ
く
の
花
咲
く
空
の
青
さ
か
な

盆
梅
や
番
犬
の
居
て
広
き
家

ゆ
ら
め
け
る
藻
影
の
あ
り
し
春
の
水

春
水
に
濯
ぎ
て
流
る
白
き
泡

さ
ざ
め
け
る
人
波
あ
り
し
春
灯

　
　
　
　
　
　
　
L
野
渡
辺
　
朝

冬
囲
い
さ
れ
た
る
ま
ま
に
椿
咲
き

内
職
の
窓
の
そ
こ
ま
で
日
脚
の
ぶ

春
雨
や
竹
の
み
ど
り
の
あ
ざ
や
か
に

廣
田
健

原
　
　
景
子

久
保
田
和
美

幸
夫
　
長
男
　
学
校
町

博
光
長
女
野
口

芳
夫
長
女
中
央
町

た
か
さ
こ
ー
こ
円
満
に

（
繍
鷺
鷺
疏
郎
欝

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
寅
一
　
室
島
　
五
三

相
崎
友
市
沖
立
　
六
四

丸
山
郁
平
　
根
深
　
六
八

川
岸
の
蕗
の
青
さ
に
水
早
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

囲
い
解
け
盆
栽
棚
に
並
べ
あ
り

山
裾
に
湧
く
泉
あ
り
ふ
き
の
と
う

渡
り
鳥
去
り
た
る
岸
の
保
護
の
札

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

作
柄
を
な
熟
つ
か
う
彼
岸
荒
れ
と
か
や

雪
割
り
し
石
段
長
し
彼
岸
寺

万
作
の
咲
き
し
雪
間
に
堆
の
来
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

残
雪
の
ま
だ
ら
と
な
り
し
梅
咲
き
ぬ

春
浅
く
鳶
舞
つ
川
原
雪
ま
だ
ら

ち
ら
つ
き
し
雪
に
彼
岸
の
ま
だ
寒
し

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

出
稼
ぎ
の
杜
氏
も
帰
り
て
苗
作
り

残
雪
を
黄
に
染
め
ち
ら
し
杉
の
花

銀
色
に
か
が
や
く
と
き
の
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

園
児
ら
に
一
日
早
き
雛
ま
つ
り

陽
炎
や
埣
石
場
の
動
き
初
む

1二鰐究駿鞭鞭鞭鞭轄轄あ

3月の交通事故発生件数
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数
計
幡
の
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⑩
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鼎
累
2
2
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－
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F
D
只
u
A
U
（
U
O

1
1
¶
ー
0
1

数
者
者
い
び

　
　
　
　
ょ
お

　
　
　
　
　
気

件
傷
死
酒
酒

　　（）内は前年比較

瀞ン：裾轄轄裾鰯輔輔曽

・
ウ
÷
2
÷
2
・
“
・
2
∴
∴
寺
の
・
“
う
“
・
2
・
2
々

撃
．
撃
亭
？
触
受
撃
？
？
？
？
撃
桑
い
を
？
り
卓
亭
あ
．
．
σ．
・
．
塾
．

登
坂
　
松
平
　
　
赤
　
谷
　
　
六
九

上
村
　
利
雄
　
　
元
　
町
　
　
七
〇

内
山
　
徳
治
　
　
新
町
新
田
　
七
八

丸
山
ミ
テ
　
木
落
九
三

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

う
ら
ら
か
に
日
向
の
縁
に
茶
を
よ
ば
れ

花
曇
鎮
守
の
森
の
大
幟

病
棟
の
い
づ
く
も
盛
り
シ
ク
ラ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
　
S
子

連
れ
立
ち
て
婦
人
学
級
春
の
風

入
学
の
子
に
従
き
母
の
い
そ
い
そ
と

　
　
ふ
き
の
と
う

　
三
周
年
記
念
俳
句
会

◎
題
・
陽
炎
（
か
げ
ろ
う
）
、
わ
ら
び
、

　
　
　
通
題
五
句

◎
と
き
・
四
月
二
十
二
日
、
午
後
一
時

◎
と
こ
ろ
・
伊
友
、
月
見
荘

◎
会
費
・
若
干

　
初
心
者
ば
か
り
で
す
の
で
、
気
楽
に

参
集
く
だ
さ
い
。




